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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一面側が開口する筒状の胴部と、その胴部の一面側に張設されるヘッドと、そのヘッド
の周縁を押さえるフープと、そのフープを介して前記ヘッドに張力を付与する複数のテン
ションボルトと、そのテンションボルトが螺合されると共に前記胴部に配設される複数の
ラグとを備える打楽器に対し、着脱可能に装着される打楽器用アタッチメントにおいて、
　演奏者により打撃される被打撃部を有する本体部と、その本体部の一側面に張出形成さ
れ前記テンションボルトが係止可能に形成される張出部と、その張出部の近傍で前記本体
部の一側面に凸設され前記張出部が１本の前記テンションボルトにより前記フープに共締
めされた状態において前記打楽器を支持することで前記本体部の変位を規制する規制部と
を備え、
　前記規制部は、前記張出部よりも下方に形成されると共に、前記張出部が１本の前記テ
ンションボルトにより前記フープに共締めされた状態において前記テンションボルトに当
接されるボルト支持部を備えていることを特徴とする打楽器用アタッチメント。
【請求項２】
　一面側が開口する筒状の胴部と、その胴部の一面側に張設されるヘッドと、そのヘッド
の周縁を押さえるフープと、そのフープを介して前記ヘッドに張力を付与する複数のテン
ションボルトと、そのテンションボルトが螺合されると共に前記胴部に配設される複数の
ラグとを備える打楽器に対し、着脱可能に装着される打楽器用アタッチメントにおいて、
　演奏者により打撃される被打撃部を有する本体部と、その本体部の一側面に張出形成さ
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れ前記テンションボルトが係止可能に形成される張出部と、その張出部の近傍で前記本体
部の一側面に凸設され前記張出部が１本の前記テンションボルトにより前記フープに共締
めされた状態において前記打楽器を支持することで前記本体部の変位を規制する規制部と
を備え、
　前記フープは、その径方向外側へ向けてフランジ状に張出形成されると共に前記テンシ
ョンボルトが係止可能に形成される複数のフランジ部を備え、
　前記規制部は、前記張出部が１本の前記テンションボルトにより前記フープのフランジ
部に共締めされた状態において前記テンションボルトを挟んだ周方向両側で前記フランジ
部に当接されるフランジ支持部を備えることを特徴とする打楽器用アタッチメント。
【請求項３】
　前記ボルト支持部は、前記本体部へ向けて凹設される上面視略Ｕ字状に形成されている
ことを特徴とする請求項１記載の打楽器用アタッチメント。
【請求項４】
　前記ボルト支持部は、前記張出部が１本の前記テンションボルトにより前記フープに共
締めされた状態において前記フープの径方向内側へ向けて開口していることを特徴とする
請求項３記載の打楽器用アタッチメント。
【請求項５】
　前記規制部は、前記張出部よりも下方に形成されると共に、弾性材料から構成され前記
張出部が１本の前記テンションボルトにより前記フープに共締めされた状態において前記
テンションボルトに当接される弾性部を有するボルト支持部を備え、
　前記フランジ支持部は、弾性材料から構成されると共に前記張出部が前記テンションボ
ルトにより前記フープに共締めされた状態において前記フランジ部に圧接される圧接部を
備え、
　前記弾性部と前記圧接部とが同一の弾性材料から一体形成されると共に、前記圧接部と
前記本体部との間に隙間が形成されていることを特徴とする請求項２記載の打楽器用アタ
ッチメント。
【請求項６】
　前記ボルト支持部は、弾性材料から構成されると共に前記張出部が前記テンションボル
トにより前記フープに共締めされた状態において前記テンションボルトに当接される弾性
部と、その弾性部よりも剛性の高い材料から構成されると共に前記本体部の一側面に凸設
される剛性部とを備え、
　前記張出部が１本の前記テンションボルトにより前記フープに共締めされた状態におい
て、前記剛性部が前記弾性部を介して前記テンションボルトに支持されることを特徴とす
る請求項５記載の打楽器用アタッチメント。
【請求項７】
　前記本体部は、前記被打撃部が打撃されたことを検出するセンサを備えていることを特
徴とする請求項１から６のいずれかに記載の打楽器用アタッチメント。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、打楽器用アタッチメントに関し、特に、フープの損傷を抑制できると共に、
演奏中におけるテンションボルトの緩みや締まりを防止しつつ汎用性を高めることができ
る打楽器用アタッチメントに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　アコースティックドラムや電子ドラム等の打楽器に着脱可能に装着される打楽器用アタ
ッチメントが知られている。また、このような打楽器用アタッチメントの中には、演奏者
により打撃されたことを検出するセンサを備え、電子打楽器やソングの再生および停止を
行うコントローラとして利用されるものがある。
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【０００３】
　例えば、米国特許第８１７８７６８号には、１本または２本のテンションボルト１によ
りリム（フープ）に共締めされることでドラム１１に支持される打楽器用アタッチメント
が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許第８１７８７６８号(図１、図４など)
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述した従来の打楽器用アタッチメントは、テンションボルト１による
リムとの共締め部分だけで打楽器に支持されている。従って、打撃された際にリムに大き
な応力が発生するので、リムが損傷しやすいという問題点があった。
【０００６】
　また、上述した従来の打楽器用アタッチメントでは、１本のテンションボルト１により
リムに共締めされる場合、打撃された際にテンションボルト１が軸回りに回転しやすく、
演奏中にテンションボルトの緩みや締まりが発生するという問題点があった。
【０００７】
　一方、上述した従来の打楽器用アタッチメントが２本のテンションボルト１によりリム
に共締めされる場合では、テンションボルト１が軸回りに回転することは回避できるもの
の、装着可能な打楽器が、周方向に隣接するテンションボルト１の間隔やリムの曲率が特
定の条件を満たすものに限定されるため、汎用性が低くなるという問題点があった。
【０００８】
　本発明は、上述した問題点を解決するためになされたものであり、フープの損傷を抑制
できると共に、演奏中におけるテンションボルトの緩みや締まりを防止しつつ汎用性を高
めることができる打楽器用アタッチメントを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段および発明の効果】
【０００９】
　請求項１記載の打楽器用アタッチメントによれば、本体部の一側面に張出形成された張
出部が１本のテンションボルトによりフープに共締めされた状態において、本体部の一側
面に凸設された規制部が打楽器に当接されるので、被打撃部への打撃に伴う本体部および
張出部の変位を規制部によって規制することができる。これにより、被打撃部が打撃され
た際にフープに発生する応力を低減させることができるので、フープの破損を抑制できる
という効果がある。
【００１０】
　また、１本のテンションボルトによりフープに共締めされた状態であっても、被打撃部
が打撃された際にテンションボルトが張出部と共に軸回りに回転することを回避できる。
よって、汎用性を高めつつ、演奏中にテンションボルトの緩みや締まりが発生することで
ヘッドの張力が変化することを防止できるという効果がある。
　また、１本のテンションボルトによりフープに共締めされた状態において、テンション
ボルトのうち張出部に係止される部位とラグに螺合される部位との間部分を、張出部の下
方に形成されたボルト支持部により支持することができる。これにより、テンションボル
トに対する本体部および張出部の変位を規制できる。
　テンションボルトはフープ及びラグにより変位が規制されているので、テンションボル
トに対する本体部および張出部の変位を規制することで、被打撃部が打撃された際にフー
プに発生する応力を低減させることができ、その結果、フープの破損を抑制できるという
効果がある。
【００１１】
　請求項２記載の打楽器用アタッチメントによれば、本体部の一側面に張出形成された張
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出部が１本のテンションボルトによりフープに共締めされた状態において、本体部の一側
面に凸設された規制部が打楽器に当接されるので、被打撃部への打撃に伴う本体部および
張出部の変位を規制部によって規制することができる。これにより、被打撃部が打撃され
た際にフープに発生する応力を低減させることができるので、フープの破損を抑制できる
という効果がある。
　また、１本のテンションボルトによりフープに共締めされた状態であっても、被打撃部
が打撃された際にテンションボルトが張出部と共に軸回りに回転することを回避できる。
よって、汎用性を高めつつ、演奏中にテンションボルトの緩みや締まりが発生することで
ヘッドの張力が変化することを防止できるという効果がある。
【００１２】
　また、フランジ支持部は、張出部が１本のテンションボルトによりフープのフランジ部
に共締めされた状態において、テンションボルトを挟んだフープの周方向両側でフランジ
部に当接されるので、本体部の被打撃部が打撃された際に、張出部と共にテンションボル
トが軸回りに回転することを規制できる。よって、演奏中にテンションボルトの緩みや締
まりが発生することでヘッドの張力が変化することを防止できるという効果がある。
【００１３】
　請求項３記載の打楽器用アタッチメントによれば、請求項１記載の打楽器用アタッチメ
ントの奏する効果に加え、ボルト支持部が本体部へ向けて凹設される上面視略Ｕ字状に形
成されているので、上面視略円形状に形成された孔にテンションボルトを挿通させること
でテンションボルトにボルト支持部を当接させる場合と比べて、打楽器への着脱作業を簡
素化することができるという効果がある。
【００１４】
　請求項４記載の打楽器用アタッチメントによれば、請求項３記載の打楽器用アタッチメ
ントの奏する効果に加え、張出部が１本のテンションボルトによりフープに共締めされた
状態においてフープの径方向内側へ向けて開口しているので、テンションボルトに対する
本体部および張出部の変位を確実に規制できる。
【００１５】
　即ち、張出部が１本のテンションボルトによりフープに共締めされた状態で本体部の被
打撃部が打撃されると、テンションボルトの張出部に係止される部位に対しては、フープ
から離間する方向、即ち、フープの径方向外方へ変位させようとする力が発生し、張出部
の下方でテンションボルトに当接されるボルト支持部に対しては、フープに近接する方向
、即ち、フープの径方向内方へ変位させようとする力が発生する。
【００１６】
　これに対し、ボルト支持部は、張出部が１本のテンションボルトによりフープに共締め
された状態において、張出部の下方であってテンションボルトのうちフープから離間する
方向、即ち、フープの径方向外方に面する部位にボルト支持部を対向させることができる
。よって、打楽器用アタッチメントの打楽器への着脱作業を簡素化させつつテンションボ
ルトに対する本体部および張出部の変位を確実に規制できるという効果がある。
【００１７】
【００１８】
　請求項５記載の打楽器用アタッチメントによれば、請求項２記載の打楽器用アタッチメ
ントの奏する効果に加え、弾性部と圧接部とを同一の弾性材料から一体形成することがで
きるので、部品点数を低減させることができるという効果がある。
【００１９】
　また、フランジ支持部の圧接部と本体部との間に隙間が形成されているので、その隙間
を利用して圧接部を弾性変形しやすくすることができる。よって、弾性部と圧接部とが同
一の弾性材料から構成される場合であっても、圧接部を弾性部よりも弾性変形させやすく
することができる。
【００２０】
　これにより、弾性部では、圧接部よりも弾性変形しにくくすることで、テンションボル
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トに対する本体部および張出部の変位に伴う弾性部の弾性変形を抑制できる一方、圧接部
では、弾性部よりも弾性変形しやすくすることで、様々な形状のフランジ部に対して圧接
部を密着させやすくすることができる。その結果、フープの損傷を防止しつつ、汎用性を
高めることができるという効果がある。
【００２１】
　請求項６記載の打楽器用アタッチメントによれば、請求項５記載の打楽器用アタッチメ
ントの奏する効果に加え、張出部が１本のテンションボルトによりフープに共締めされた
状態において、弾性部よりも剛性の高い剛性部が弾性部を介してテンションボルトを支持
しているので、弾性部を当接させることでテンションボルトのおねじが損傷することを回
避しつつ、剛性部により弾性部の弾性変形を規制することでテンションボルトに対する本
体部および張出部の変位を確実に規制できるという効果がある。
【００２２】
　請求項７記載の打楽器用アタッチメントによれば、請求項１から６のいずれかに記載の
打楽器用アタッチメントの奏する効果に加え、本体部は被打撃部が打撃されたことを検出
するセンサを備えているので、打楽器用アタッチメントを電子打楽器またはソングの再生
または停止を行うコントローラとして利用できるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の一実施の形態におけるアタッチメントが装着されたドラムの斜視図であ
る。
【図２】（ａ）は、アタッチメントの上面図であり、（ｂ）は、図２（ａ）のＩＩｂ方向
から視たアタッチメントの側面図であり、（ｃ）は、図２（ｂ）のＩＩｃ－ＩＩｃ線にお
けるアタッチメントの部分拡大断面図である。
【図３】（ａ）は、アタッチメントの下面図であり、（ｂ）は、図２（ｂ）のＩＩＩｂ－
ＩＩＩｂ線におけるアタッチメントの部分拡大断面図である。
【図４】（ａ）及び（ｂ）は、アタッチメントが装着されたドラムの部分断面図であり、
（ｃ）は、図４（ａ）の矢印ＩＶｃ方向から視たドラムの上面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、本発明の好ましい実施の形態について添付図面を参照して説明する。まず、図１
を参照して、一実施の形態におけるアタッチメント１００が装着されたドラム１の概略構
成について説明する。図１は、本発明の一実施の形態におけるアタッチメント１００が装
着されたドラム１の斜視図である。
【００２５】
　図１に示すように、ドラム１は、演奏者により打撃される電子打楽器であり、一面側が
開口する筒状の胴部２と、その胴部２の一面側（図１上側）に張設されるヘッド３と、そ
のヘッド３の周縁を押さえるフープ４と、フープ４を介してヘッド３に張力を付与するテ
ンションボルト５と、そのテンションボルト５が螺合されると共に胴部２に配設されるラ
グ６とを主に備えている。
【００２６】
　胴部２は、ドラム１の胴体をなす部位であり、一面側および他面側（図１上側および下
側）が開口する円筒状のシェル２ａと、そのシェル２ａの他面側（図１下側）を被覆する
底部２ｂと、その底部２ｂからシェル２ａの径方向外側へ向けて張出形成される胴部張出
部２ｃとを備え、その胴部張出部２ｃがシェル２ａの周方向に沿って等間隔に複数（本実
施の形態では６個）配設されている。
【００２７】
　ヘッド３は、膜状の打面部３ａと、その打面部３ａの外縁に固定される枠部３ｂ（図４
（ａ）参照）とを備えている。打面部３ａは、演奏者により打撃される打面として構成さ
れる部位である。枠部３ｂは、フープ４に係止される部位であり、所定の剛性を有する金
属材料で構成されている。枠部３ｂは、その内径がシェル２ａの外径よりも大きく設定さ
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れており、シェル２ａの一面側に打面部３ａが覆設された状態で、枠部３ｂがシェル２ａ
の他面側（図１下側）へ向けて押圧されることで、打面部３ａに張力が付与される。
【００２８】
　なお、枠部３ｂは、必ずしも金属材料から構成される必要はなく、所定の剛性を有する
樹脂材料等から構成されていてもよい。
【００２９】
　フープ４は、ヘッド３の枠部３ｂを押圧することで打面部３ａに張力を付与する円環状
の部材であり、フープ４の内径がシェル２ａの外径よりも大きく、かつ、枠部３ｂの外径
よりも小さく設定されている。また、フープ４は、その径方向外側へ向けて張り出すフラ
ンジ部４ａと、そのフランジ部４ａに貫通形成される貫通孔４ｂ（図４（ｂ）参照）とを
備え、それらフランジ部４ａ及び貫通孔４ｂがフープ４の周方向に沿って等間隔に複数（
本実施の形態では６個）配設されている。なお、周方向に隣接するフランジ部４ａの間隔
は、周方向に隣接する胴部２の胴部張出部２ｃと同等に設定されている。
【００３０】
　テンションボルト５は、おねじが形成されるおねじ部５ａと、そのおねじ部５ａの軸方
向一側（図１上側）に連設される頭部５ｂと、それらおねじ部５ａ及び頭部５ｂの連設部
分にフランジ状に張出形成される係合部５ｃとを備えている。
【００３１】
　なお、フープ４の貫通孔４ｂの内径は、おねじ部５ａの外径よりも大きく、かつ、係合
部５ｃの外径よりも小さく設定されており、フランジ部４ａの上面側から貫通孔４ｂにお
ねじ部５ａを挿通させることで、係合部５ｃがフランジ部４ａの上面に係止される。
【００３２】
　ラグ６は、テンションボルト５のおねじ部５ａに形成されたおねじが螺合可能なめねじ
を有する円柱状の部材であり、胴部２のシェル２ａの外周面から離れた位置で胴部張出部
２ｃに立設されている。なお、周方向に隣接するラグ６の間隔は、周方向に隣接するフー
プ４の貫通孔４ｂ（図４（ｂ）参照）と同等に設定されている。
【００３３】
　なお、本実施の形態では、ラグ６がシェル２ａの外周面から離れた位置で胴部張出部２
ｃに立設されているが、胴部張出部２ｃを省略すると共にラグ６をシェル２ａの外周面に
固着してもよい。
【００３４】
　ドラム１は、テンションボルト５の係合部５ｃがフープ４のフランジ部４ａに係止され
た状態で、テンションボルト５のおねじ部５ａをラグ６に螺合させることでフープ４を介
してヘッド３の枠部３ｂ（図４（ｂ）参照）が胴部２の他面側へ向けて押圧され、ヘッド
３の打面部３ａに張力が付与される。演奏者は、ラグ６に対するテンションボルト５の締
付量を調整することにより、打面部３ａに付与される張力を演奏者の好みに応じた張力に
設定することができる。
【００３５】
　アタッチメント１００は、ドラム１に着脱可能に装着されると共に演奏者により打撃さ
れる電子打楽器である。アタッチメント１００は、振動を検出するセンサ（図示せず）と
、そのセンサに電気的に接続されるジャック１００ａとを備えており、そのジャック１０
０ａと音源装置（図示せず）とが接続ケーブル（図示せず）を介して電気的に接続されて
いる。アタッチメント１００が打撃されると、そのアタッチメント１００の振動をセンサ
が検出し、その検出信号がジャック１００ａから接続ケーブルを介して音源装置に出力さ
れ、音源装置が検出信号に基づいて楽音を生成する。
【００３６】
　次に、図２及び図３を参照して、アタッチメント１００の外観形状について詳細に説明
する。図２（ａ）は、アタッチメント１００の上面図であり、図２（ｂ）は、図２（ａ）
のＩＩｂ方向から視たアタッチメント１００の側面図であり、図２（ｃ）は、図２（ｂ）
のＩＩｃ－ＩＩｃ線におけるアタッチメント１００の部分拡大断面図である。図３（ａ）
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は、アタッチメント１００の下面図であり、図３（ｂ）は、図２（ｂ）のＩＩＩｂ－ＩＩ
Ｉｂ線におけるアタッチメント１００の部分拡大断面図である。なお、図面を簡素化して
理解を容易とするため、図２（ｃ）では、本体部１０の一部を省略して図示し、図３（ｂ
）では、本体部１０の図示を省略している。
【００３７】
　図２及び図３に示すように、アタッチメント１００は、円弧状に湾曲した棒状の本体部
１０と、その本体部１０の内周面（図２（ａ）下側の面）から径方向内方（図２（ａ）下
方）へ向けて張出形成されるプレート２０と、そのプレート２０の近傍で本体部１０の内
周面から径方向内方へ向けて凸設される規制部３０とを主に備えて構成されている。
【００３８】
　本体部１０は、アタッチメント１００の本体部分をなす部位であり、本体部１０の上側
部分を構成する上本体部１１と、その上本体部１１の下面に連結されると共に本体部１０
の下側部分を構成する下本体部１２とを備えている。
【００３９】
　上本体部１１は、演奏者により打撃される部位であり、ゴム材料から構成されている。
下本体部１２は、樹脂材料から構成される部位であり、下本体部１２の長手方向一端側（
図２（ａ）左側）にジャック１００ａが配設されている。
【００４０】
　なお、本実施の形態では、上本体部１１がゴム材料から構成されているが、他の材料、
例えば、エラストマーや発泡剤から構成されていてもよい。また、本実施の形態では、下
本体部１２が樹脂材料から構成されているが、他の材料、例えば、薄い鉄板やアルミ等か
ら構成されていてもよい。
【００４１】
　プレート２０は、テンションボルト５によりフープ４のフランジ部４ａに共締めされる
部位であり（図４（ｂ）参照）、板状の金属材料から構成されている。プレート２０には
、テンションボルト５のおねじ部５ａの外径よりも大きく、かつ、係合部５ｃの外径より
も小さな内径に設定された係止孔２０ａが形成されており、その係止孔２０ａにテンショ
ンボルト５のおねじ部５ａを挿通させることで、係合部５ｃがプレート２０に係止される
（図４（ｂ）参照）。
【００４２】
　規制部３０は、ドラム１（図１参照）に対する本体部１０及びプレート２０の変位を規
制する部位であり、フープ４のフランジ部４ａ（図４（ｂ）参照）を支持するフランジ支
持部４０と、テンションボルト５のおねじ部５ａ（図４（ｂ）参照）を支持するボルト支
持部５０とを備えている。
【００４３】
　フランジ支持部４０は、弾性材料から構成される部位であり、本体部１０の内周面（図
２（ｃ）左側の面）から径方向内方（図２（ｃ）左側）へ向けて凸設されると共に本体部
１０の周方向に所定の間隔をおいて配設される一対の凸設部４１と、それら一対の凸設部
４１の間に連設されると共に本体部１０の径方向外方（図２（ｃ）右側）へ向けて凹設さ
れる連設部４２とを備えている。
【００４４】
　凸設部４１は、フープ４のフランジ部４ａ（図４（ｃ）参照）を支持する部位であり、
凸設部４１の凸設方向（図３（ｂ）下方向）先端部分に形成される圧接部４１ａを備えて
いる。圧接部４１ａは、フランジ部４ａに圧接される部位であり、本体部１０との間に隙
間Ｓが形成されている。また、連設部４２が本体部１０の径方向外方へ向けて凹設される
ことで、プレート２０と一対の凸設部４１とにより包囲された空間にフランジ部４ａを収
容することができる。
【００４５】
　ボルト支持部５０は、本体部１０の内周面（図３（ａ）上側の面）に凸設される剛性部
５１と、その剛性部５１の凸設方向（図３（ａ）上方向）先端部分に覆設される弾性部５
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２とを備えている。
【００４６】
　剛性部５１は、テンションボルト５（図４（ａ）参照）に対する本体部１０及びプレー
ト２０の変位を規制する部位であり、所定の剛性を有する金属材料から構成されている。
剛性部５１は、その凸設方向先端部分に凹設されると共に凹設底面が円弧状に形成された
上面視略Ｕ字状の凹設部５１ａを備えている。
【００４７】
　凹設部５１ａは、その円弧状部分がプレート２０の係止孔２０ａと同心となるように形
成されると共に、円弧状部分の内径がテンションボルト５のおねじ部５ａ（図４（ａ）参
照）の外径よりも大きく設定されている。
【００４８】
　なお、剛性部５１は、プレート２０と同一の金属材料から一体形成されており、それら
剛性部５１とプレート２０とを連設する部位が本体部１０の内部に収容された状態で上本
体部１１及び下本体部１２に固定されている。これにより、剛性部５１とプレート２０と
を別個に形成する場合と比べて、部品点数を減らすことができると共に、剛性部５１の凹
設部５１ａとプレート２０の係止孔２０ａとの位置合わせを不要にすることができるので
、アタッチメント１００の製造効率を向上させることができる。
【００４９】
　弾性部５２は、テンションボルト５のおねじ部５ａ（図４（ａ）参照）に当接される部
位であり、剛性部５１よりも剛性の低い弾性材料から構成されている。弾性部５２は、剛
性部５１の凹設部５１ａの形状に倣った上面視略Ｕ字状に凹設されており、弾性部５２の
円弧状部分がプレート２０の係止孔２０ａと同心となるように形成されると共に、円弧状
部分の内径がテンションボルト５のおねじ部５ａの外径よりも小さく設定されている。
【００５０】
　なお、弾性部５２は、フランジ支持部４０と同一の弾性材料から一体形成されている。
これにより、部品点数を少なくすることができる。また、フランジ支持部４０の圧接部４
１ａと本体部１０との間に隙間Ｓが形成されているので、その隙間Ｓを利用して圧接部４
１ａを弾性変形させやすくすることができる。よって、フランジ支持部４０と弾性部５２
とが同一の弾性材料から構成されていたとしても、圧接部４１ａを弾性部５２よりも弾性
変形しやすくすることができる。
【００５１】
　次に、図４を参照して、ドラム１に対するアタッチメント１００の装着状態について説
明する。図４（ａ）及び図４（ｂ）は、アタッチメント１００が装着されたドラム１の部
分断面図であり、図４（ｃ）は、図４（ａ）のＩＶｃ方向から視たドラム１の上面図であ
る。なお、図４（ａ）及び図４（ｂ）は、アタッチメント１００をフープ４に共締めする
テンションボルト５の軸心とフープ４の軸心とを含む平面に沿った断面を図示しており、
図４（ｂ）では、図４（ａ）の一部を更に拡大して図示している。また、図面を簡素化し
て理解を容易とするため、図４（ａ）及び図４（ｂ）では、本体部１０の一部を省略して
図示すると共に、図４（ｃ）では、プレート２０の一部を省略して図示している。
【００５２】
　図４に示すように、アタッチメント１００をドラム１に装着する際には、プレート２０
をフープ４のフランジ部４ａの上面に重ねた状態で、プレート２０の係止孔２０ａ及びフ
ープ４の貫通孔４ｂにテンションボルト５のおねじ部５ａを挿通させ、おねじ部５ａをラ
グ６に螺入する。このとき、規制部３０は、フランジ支持部４０の圧接部４１ａがフラン
ジ部４ａに圧接され、ボルト支持部５０の弾性部５２がテンションボルト５のおねじ部５
ａに当接されている。
【００５３】
　おねじ部５ａがラグ６に螺入されるにつれて、テンションボルト５の係合部５ｃがプレ
ート２０に係止され、係合部５ｃがプレート２０及びフープ４を介してヘッド３の枠部３
ｂをシェル２ａの他面側（図４（ａ）下方）へ向けて押圧する。演奏者は、ラグ６に対す



(9) JP 6096493 B2 2017.3.15

10

20

30

40

50

るテンションボルト５の締付量を調整することで、ヘッド打面部３ａの張力を演奏者の好
みに応じた張力に設定する。このとき、プレート２０がテンションボルト５によりフラン
ジ部４ａに共締めされ、アタッチメント１００がドラム１に装着される。
【００５４】
　アタッチメント１００は、ボルト支持部５０の剛性部５１及び弾性部５２が本体部１０
の径方向外方（図４（ａ）右側）へ向けて凹設されることで、ボルト支持部５０は本体部
１０の径方向内方（図４（ａ）左側）へ向けて開口している。よって、ボルト支持部に上
面視略円形状の孔が形成され、その孔にテンションボルト５のおねじ部５ａを挿通させる
ことでおねじ部５ａにボルト支持部を当接させる場合と比べて、ドラム１に対するアタッ
チメント１００の着脱作業を簡素化することができる。
【００５５】
　ここで、様々な打楽器に使用されるフープの中には、フランジ部の上面が径方向外方へ
向けて下降傾斜しているものがある。この場合、プレート２０をフランジ部の上面に重ね
た状態でプレート２０がフランジ部に共締めされると、プレート２０及び本体部１０がフ
ープの径方向外方へ向けて下降傾斜した状態で打楽器に装着される。
【００５６】
　これに対し、アタッチメント１００では、剛性部５１の凹設部５１ａ及び弾性部５２の
円弧状部分が、プレート２０の係止孔２０ａと同心となるように形成されているので、プ
レート２０をテンションボルト５の軸心に対して垂直に装着することができる。テンショ
ンボルト５は、ラグ６に螺合されることでテンションボルト５の軸心をフープ４の軸心方
向に一致させることができるので、プレート２０をテンションボルト５の軸心に対して垂
直に装着することで、仮に、フランジ部の上面が径方向外方へ向けて下降傾斜している場
合であっても、プレート２０及び本体部１０をフープ４の径方向に沿って水平に装着する
ことができる。
【００５７】
　規制部３０のフランジ支持部４０は、圧接部４１ａがテンションボルト５を挟んだフー
プ４の周方向両側でフランジ部４ａに圧接されているので、本体部１０の上本体部１１が
打撃された際に、本体部１０及びプレート２０と共にテンションボルト５が軸回りに回転
することを規制できる。その結果、演奏中にテンションボルト５の緩みや締まりが発生す
ることでヘッド３の打面部３ａの張力が変化することを防止できると共に、テンションボ
ルト５が緩んで本体部１０がガタつくことを防止できる。
【００５８】
　また、圧接部４１ａは、プレート２０の下方でフランジ部４ａに圧接されているので、
本体部１０の上本体部１１への打撃に伴って上本体部１１がフープ４から離間する方向へ
変位することを規制できる。よって、上本体部１１が打撃された際にフランジ部４ａに発
生する応力を低減させることができるので、フープ４の破損を抑制できる。
【００５９】
　ここで、仮に、規制部が胴部のシェルに当接させる構成である場合、テンションボルト
とシェルの外周面との離間寸法に応じて本体部１０の内周面からの規制部の凸設寸法を設
定する必要がある。しかしながら、シェルの外周面とテンションボルトとの離間寸法は、
打楽器の全体形状により様々であるため、アタッチメントの汎用性が低くなる。
【００６０】
　一方、フープのフランジ部とテンションボルトとの離間寸法は、シェルの外周面とテン
ションボルトとの離間寸法よりも小さく、フープの曲率が異なる場合や打楽器全体の形状
が異なる場合であっても、フランジ部の形状の違いは比較的少ない。
【００６１】
　従って、規制部３０が、フランジ支持部４０をフランジ部４ａに当接させる構成とする
ことで、シェル２ａに当接させる構成とする場合と比べて、アタッチメント１００の汎用
性を高めることができる。
【００６２】
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　規制部３０は、プレート２０がテンションボルト５によりフープ４に共締めされた状態
において、プレート２０の下方に形成されたボルト支持部５０が、テンションボルト５の
おねじ部５ａのうち、プレート２０に係止される部位とラグ６に螺合される部位との間部
分を支持する。
【００６３】
　ここで、本体部１０の上本体部１１が打撃されると、本体部１０及びプレート２０に対
しては、フープ４から離間する方向（フープ４の径方向外方、図４（ａ）右側）へ変位さ
せようとする力が発生し、プレート２０の下方におねじ部５ａに当接されるボルト支持部
５０に対しては、フープ４に近接する方向（フープ４の径方向内方、図４（ａ）左側）へ
変位させようとする力が発生する。
【００６４】
　これに対し、ボルト支持部５０は、本体部１０の径方向外方（図４（ａ）右側）へ向け
て凹設される上面視略Ｕ字状に形成されているので、テンションボルト５のうちフープ４
の径方向外方に面する部位にボルト支持部５０を対向させることができる。従って、上本
体部１１が打撃されてボルト支持部５０をフープ４の径方向外方へ変位させようとする力
が発生した場合には、ボルト支持部５０をおねじ部５ａに当接させることができる。よっ
て、アタッチメント１００のドラム１への着脱作業を簡素化させつつ、テンションボルト
５に対する本体部１０及びプレート２０の変位を確実に規制できる。
【００６５】
　テンションボルト５は、係合部５ｃがフープ４に係止されると共にラグ６に螺合される
ことで変位が規制されているので、テンションボルト５に対する本体部１０及びプレート
２０の変位を規制できる。よって、本体部１０の上本体部１１が打撃された際にフープ４
に発生する応力を低減させることができるので、フープ４の破損を抑制できる。
【００６６】
　また、規制部３０のボルト支持部５０は、弾性部５２がテンションボルト５のおねじ部
５ａに当接され、弾性部５２の円弧状部分は、プレート２０の係止孔２０ａと同心になる
ように形成されると共に、弾性部５２の円弧状部分の内径がテンションボルト５のおねじ
部５ａの外径よりも小さく形成されている。
【００６７】
　よって、おねじ部５ａの損傷を防止できる。また、弾性部５２の円弧状に形成される凹
設底面全体をおねじ部５ａに当接させることができるので、演奏中にテンションボルト５
が軸回りに回転することを防止して、テンションボルト５の緩みや締まりをより確実に回
避することができる。また、弾性材料から構成される弾性部５２をおねじ部５ａに当接さ
せることにより、使用可能なテンションボルト５の外径に幅を持たせることができるので
、アタッチメント１００の汎用性を高めることができる。
【００６８】
　さらに、ボルト支持部５０は、弾性部５２よりも剛性が高い剛性部５１が弾性部５２を
介してテンションボルト５のおねじ部５ａを支持しているので、テンションボルト５に対
する本体部１０及びプレート２０の変位を確実に規制できる。
【００６９】
　即ち、仮に、ボルト支持部５０が弾性の高い材料のみで構成される場合、本体部１０の
上本体部１１が打撃され、テンションボルト５に対して本体部１０を変位させようとする
力が発生すると、その力によりボルト支持部５０が弾性変形しやすく、本体部１０の変位
を十分に規制できない。一方、剛性の高い材料のみで構成される場合では、本体部１０の
変位は規制できるものの、おねじ部５ａに形成されたおねじが損傷しやすくなると共に、
使用可能なテンションボルト５の外径が限定的となり、汎用性が低くなる。
【００７０】
　これに対し、弾性部５２よりも剛性が高い剛性部５１が弾性部５２を介してテンション
ボルト５のおねじ部５ａを支持することで、剛性部５１により弾性部５２の弾性変形を規
制しつつ、おねじ部５ａの損傷を回避できる。
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【００７１】
　また、フランジ支持部４０は、凸設部４１の圧接部４１ａと本体部１０との間に隙間Ｓ
を設けることで、圧接部４１ａが弾性部５２よりも弾性変形しやすくなっている。よって
、弾性部５２では、圧接部４１ａよりも弾性変形しにくくすることで、テンションボルト
５に対する本体部１０及びプレート２０の変位に伴う弾性部５２の弾性変形を抑制できる
一方、圧接部４１ａでは、弾性部５２よりも弾性変形しやすくすることで、様々な形状の
フランジ部に対して圧接部４１ａを密着させやすくすることができる。その結果、テンシ
ョンボルト５及びフープ４の損傷を防止しつつ、アタッチメント１００の汎用性を高める
ことができる。
【００７２】
　以上説明したように、アタッチメント１００は、プレート２０が１本のテンションボル
ト５によりフープ４に共締めされた状態において、本体部１０の内周面に凸設された規制
部３０をフランジ部４ａ及びおねじ部５ａに当接させることで、本体部１０の上本体部１
１への打撃に伴う本体部１０及びプレート２０の変位を規制部３０によって規制すること
ができる。これにより、上本体部１１が打撃された際にフープ４に発生する応力を低減さ
せることができるので、フープ４の破損を抑制できる。
【００７３】
　また、１本のテンションボルト５によりフープ４に共締めしつつ、上本体部１１が打撃
された際にプレート２０と共にテンションボルト５が軸回りに回転することを回避できる
。よって、２本のテンションボルト５によりフープ４に共締めされる場合と比べて、アタ
ッチメント１００の汎用性を高めることができると共に、テンションボルト５の緩みや締
まりが発生することを回避して、演奏中にヘッド３の打面部３ａの張力が変化することを
防止できる。
【００７４】
　以上、実施の形態に基づき本発明を説明したが、本発明は上記実施の形態に何ら限定さ
れるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲内で種々の改良変形が可能であること
は容易に推察できるものである。
【００７５】
　例えば、上記実施の形態では、アタッチメント１００が電子打楽器に装着される場合に
ついて説明したが、必ずしもこれに限られるものではなく、アタッチメント１００をアコ
ースティックの打楽器に装着してもよい。
【００７６】
　上記実施の形態では、アタッチメント１００が上本体部１１が打撃されたことを検出す
るセンサを備える電子打楽器として利用される場合について説明したが、必ずしもこれに
限られるものではなく、アタッチメント１００が打撃されたことをセンサが検出すること
でソングの再生および停止を行うコントローラとして使用してもよく、センサを省略して
上本体部が打撃されることで打撃音が発生するいわゆるアコースティックの打楽器として
使用してもよい。この場合、上本体部を金属材料や木材等から構成したり、上本体部の形
状や大きさ等を適宜変更することで、上本体部が打撃された際に発生する打撃音を変更す
ることができる。
【００７７】
　上記実施の形態では、本体部１０が円弧状に湾曲して形成される場合について説明した
が、必ずしもこれに限られるものではなく、他の形状、例えば、直線状に形成されていて
もよい。
【００７８】
　上記実施の形態では、規制部３０がフープ４のフランジ部４ａに当接されるフランジ支
持部４０と、テンションボルト５のおねじ部５ａに当接されるボルト支持部５０とを備え
る場合について説明したが、必ずしもこれに限られるものではなく、規制部３０がフラン
ジ支持部４０又はボルト支持部５０のいずれか一方のみを備えていてもよい。これにより
、アタッチメント１００の構造を簡素化して製品コストを削減できる。
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【００７９】
　また、規制部３０が、胴部２のシェル２ａの外周面に当接されるシェル支持部を備えて
いてもよい。このシェル支持部は、例えば、フランジ支持部４０と同様にゴム材料等から
構成され、プレート２０がテンションボルト５によりフープ４に共締めされた状態におい
て、シェル２ａに当接可能な高さ位置において本体部１０の内周面側からシェル２ａの外
周面に対して当接可能に張出形成されるものなどが例示される。
【００８０】
　この場合、アタッチメントが装着される打楽器の形状に合わせてシェル支持部の張出方
向への長さを変更可能な構成としてもよい。例えば、シェル支持部に対してボルト等によ
り着脱可能に形成された部材をシェル支持部に取り付け、その部材を介してシェル支持部
がシェル２ａを支持する構成としてもよい。また、シェル支持部自体をボルト等により本
体部１０の内周面に対して着脱可能に構成し、アタッチメントが装着される打楽器の形状
に合わせてシェル支持部を取り付けてもよい。
【００８１】
　なお、上記したシェル支持部は、フランジ支持部４０又はボルト支持部５０の代わりに
設けてもよく、フランジ支持部４０又はボルト支持部５０と併用してもよい。
【００８２】
　上記実施の形態では、フランジ支持部４０とボルト支持部５０の弾性部５２とが同一の
弾性材料から一体形成される場合について説明したが、必ずしもこれに限られるものでは
なく、フランジ支持部４０と弾性部５２とが別個に形成されていてもよく、弾性の異なる
弾性材料から構成してもよい。これにより、フランジ支持部４０及び弾性部５２の弾性を
より自由に設定することができる。
【００８３】
　上記実施の形態では、プレート２０とボルト支持部５０の剛性部５１とが同一の金属材
料から一体的に形成される場合について説明したが、必ずしもこれに限られるものではな
く、プレート２０とボルト支持部５０とが別個に形成されていてもよく、別の材料から構
成されていてもよい。なお、剛性部５１は、少なくとも弾性部５２よりも剛性の高い材料
から構成されていればよく、金属材料以外の材料、例えば、ＡＢＳ等の樹脂材料から構成
されていてもよい。
【００８４】
　また、上記実施の形態では、本体部１０の内周面から張出形成された板状のプレート２
０が１本のテンションボルト５によりフープ４に共締めされる場合について説明したが、
必ずしもこれに限られるものではなく、板状のプレート２０の代わりに、テンションボル
ト５のおねじ部５ａの外径よりも大きく、かつ、係合部５ｃの外径よりも小さな内径に設
定されると共に、おねじ部５ａの挿通方向（図４（ｂ）上下方向）において所定の高さ寸
法を有する筒状の部材を本体部１０の内周面から張出形成し、その筒状の部材を１本のテ
ンションボルト５によりフープ４に共締めしてもよい。
【００８５】
　これにより、板状に形成されたプレート２０と比べ、筒状の部材がテンションボルト５
のおねじ部５ａに当接した場合の当接面積を広く確保できる。従って、上本体部１１が打
撃されて本体部１０に対してフープ４から離間する方向へ変位させようとする力が発生し
た際に、筒状の部材を介しておねじ部５ａに作用する力を分散させることができるので、
テンションボルト５の損傷を回避しやすくすることができる。
【００８６】
　上記実施の形態では、ボルト支持部５０が剛性部５１とその剛性部５１よりも弾性が高
い弾性部５２とを備える場合について説明したが、必ずしもこれに限られるものではなく
、ボルト支持部５０が剛性部５１又は弾性部５２のいずれか一方のみから構成されていて
もよい。これにより、ボルト支持部５０の構造を簡素化して、製品コストを低減させるこ
とができる。なお、この場合、剛性部５１の凹設部５１ａの内径をテンションボルト５の
おねじ部５ａの外径と略同一とすることで、テンションボルト５に対する本体部１０及び



(13) JP 6096493 B2 2017.3.15

10

20

30

40

50

プレート２０の変位を確実に規制することができる。
【００８７】
　上記実施の形態では、ボルト支持部５０が上面視略Ｕ字状に形成される場合について説
明したが、必ずしもこれに限られるものではなく、ボルト支持部が上面視略Ｖ字状または
上面視略コ字状に形成されていてもよく、テンションボルト５のおねじ部５ａが挿通可能
な上面視略円形状の孔を有し、その孔におねじ部５ａを挿通させることでおねじ部５ａに
ボルト支持部を当接させてもよい。
【００８８】
　ボルト支持部を上面視略Ｖ字状に形成することで、テンションボルト５のおねじ部５ａ
の外周面に対して２箇所でボルト支持部を当接させることができるので、当接可能なおね
じ部５ａの外径に幅を持たせることができる。よって、アタッチメントの汎用性を高める
ことができる。また、ボルト支持部が上面視略円形状の孔を有し、その孔におねじ部５ａ
を挿通させることで、おねじ部５ａの外周面全体にボルト支持部を対向させることができ
るので、テンションボルト５に対する本体部１０及びプレート２０の変位を確実に規制す
ることができる。
【００８９】
　上記実施の形態では、フランジ支持部４０が、プレート２０よりも下方に形成され、プ
レート２０の下方でフープ４のフランジ部４ａに当接される場合について説明したが、必
ずしもこれに限られるものではなく、フランジ支持部４０がプレート２０よりも上方に形
成され、プレート２０の上方でフランジ部４ａに当接されていてもよい。
【００９０】
　上記実施の形態では、プレート２０がテンションボルト５によりフープ４に共締めされ
た状態において、フランジ支持部４０がフープ４のフランジ部４ａに当接される場合につ
いて説明したが、必ずしもこれに限られるものではなく、フープ４のフランジ部４ａ以外
の部分、即ち、隣接するフランジ部４ａの間に形成される円弧状部分の外周面にフランジ
支持部を当接させてもよい。
【００９１】
　上記実施の形態では、フープ４のフランジ部４ａの上面にプレート２０を重ねた状態で
、プレート２０をテンションボルト５によりフープ４に共締めする場合について説明した
が、必ずしもこれに限られるものではなく、フランジ部４ａとプレート２０との間に、エ
ラストマー等のプレート２０及びフープ４を構成する金属材料よりも剛性の低い材料から
構成されるスペーサを挟んだ状態でプレート２０をテンションボルト５によりフープ４に
共締めしてもよい。これにより、金属材料同士の接触による金属疲労により、フープ４が
破損しやすくなることを防止できると共にフランジ部４ａに対するプレート２０のガタつ
きによりテンションボルト５が緩みやすくなることを防止できる。
＜その他＞
＜手段＞
　技術的思想１の打楽器用アタッチメントは、一面側が開口する筒状の胴部と、その胴部
の一面側に張設されるヘッドと、そのヘッドの周縁を押さえるフープと、そのフープを介
して前記ヘッドに張力を付与する複数のテンションボルトと、そのテンションボルトが螺
合されると共に前記胴部に配設される複数のラグとを備える打楽器に対し、着脱可能に装
着されるものであり、演奏者により打撃される被打撃部を有する本体部と、その本体部の
一側面に張出形成され前記テンションボルトが係止可能に形成される張出部と、その張出
部の近傍で前記本体部の一側面に凸設され前記張出部が１本の前記テンションボルトによ
り前記フープに共締めされた状態において前記打楽器を支持することで前記本体部の変位
を規制する規制部とを備える。
　技術的思想２の打楽器用アタッチメントは、技術的思想１記載の打楽器用アタッチメン
トにおいて、前記規制部は、前記張出部よりも下方に形成されると共に、前記張出部が１
本の前記テンションボルトにより前記フープに共締めされた状態において前記テンション
ボルトに当接されるボルト支持部を備えている。



(14) JP 6096493 B2 2017.3.15

10

20

30

40

50

　技術的思想３の打楽器用アタッチメントは、技術的思想２記載の打楽器用アタッチメン
トにおいて、前記ボルト支持部は、前記本体部へ向けて凹設される上面視略Ｕ字状に形成
されている。
　技術的思想４の打楽器用アタッチメントは、技術的思想３記載の打楽器用アタッチメン
トにおいて、前記ボルト支持部は、前記張出部が１本の前記テンションボルトにより前記
フープに共締めされた状態において前記フープの径方向内側へ向けて開口している。
　技術的思想５の打楽器用アタッチメントは、技術的思想１記載の打楽器用アタッチメン
トにおいて、前記フープは、その径方向外側へ向けてフランジ状に張出形成されると共に
前記テンションボルトが係止可能に形成される複数のフランジ部を備え、前記規制部は、
前記張出部が１本の前記テンションボルトにより前記フープのフランジ部に共締めされた
状態において前記テンションボルトを挟んだ周方向両側で前記フランジ部に当接されるフ
ランジ支持部を備える。
　技術的思想６の打楽器用アタッチメントは、技術的思想５記載の打楽器用アタッチメン
トにおいて、前記規制部は、前記張出部よりも下方に形成されると共に、弾性材料から構
成され前記張出部が１本の前記テンションボルトにより前記フープに共締めされた状態に
おいて前記テンションボルトに当接される弾性部を有するボルト支持部を備え、前記フラ
ンジ支持部は、弾性材料から構成されると共に前記張出部が前記テンションボルトにより
前記フープに共締めされた状態において前記フランジ部に圧接される圧接部を備え、前記
弾性部と前記圧接部とが同一の弾性材料から一体形成されると共に、前記圧接部と前記本
体部との間に隙間が形成されている。
　技術的思想７の打楽器用アタッチメントは、技術的思想５又は６に記載の打楽器用アタ
ッチメントにおいて、前記ボルト支持部は、弾性材料から構成されると共に前記張出部が
前記テンションボルトにより前記フープに共締めされた状態において前記テンションボル
トに当接される弾性部と、その弾性部よりも剛性の高い材料から構成されると共に前記本
体部の一側面に凸設される剛性部とを備え、前記張出部が１本の前記テンションボルトに
より前記フープに共締めされた状態において、前記剛性部が前記弾性部を介して前記テン
ションボルトに支持される。
　技術的思想８の打楽器用アタッチメントは、技術的思想１から７のいずれかに記載の打
楽器用アタッチメントにおいて、前記本体部は、前記被打撃部が打撃されたことを検出す
るセンサを備えている。
＜効果＞
　技術的思想１記載の打楽器用アタッチメントによれば、本体部の一側面に張出形成され
た張出部が１本のテンションボルトによりフープに共締めされた状態において、本体部の
一側面に凸設された規制部が打楽器に当接されるので、被打撃部への打撃に伴う本体部お
よび張出部の変位を規制部によって規制することができる。これにより、被打撃部が打撃
された際にフープに発生する応力を低減させることができるので、フープの破損を抑制で
きるという効果がある。
　また、１本のテンションボルトによりフープに共締めされた状態であっても、被打撃部
が打撃された際にテンションボルトが張出部と共に軸回りに回転することを回避できる。
よって、汎用性を高めつつ、演奏中にテンションボルトの緩みや締まりが発生することで
ヘッドの張力が変化することを防止できるという効果がある。
　技術的思想２記載の打楽器用アタッチメントによれば、技術的思想１記載の打楽器用ア
タッチメントの奏する効果に加え、１本のテンションボルトによりフープに共締めされた
状態において、テンションボルトのうち張出部に係止される部位とラグに螺合される部位
との間部分を、張出部の下方に形成されたボルト支持部により支持することができる。こ
れにより、テンションボルトに対する本体部および張出部の変位を規制できる。
　テンションボルトはフープ及びラグにより変位が規制されているので、テンションボル
トに対する本体部および張出部の変位を規制することで、被打撃部が打撃された際にフー
プに発生する応力を低減させることができ、その結果、フープの破損を抑制できるという
効果がある。
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　技術的思想３記載の打楽器用アタッチメントによれば、技術的思想２記載の打楽器用ア
タッチメントの奏する効果に加え、ボルト支持部が本体部へ向けて凹設される上面視略Ｕ
字状に形成されているので、上面視略円形状に形成された孔にテンションボルトを挿通さ
せることでテンションボルトにボルト支持部を当接させる場合と比べて、打楽器への着脱
作業を簡素化することができるという効果がある。
　技術的思想４記載の打楽器用アタッチメントによれば、技術的思想３記載の打楽器用ア
タッチメントの奏する効果に加え、張出部が１本のテンションボルトによりフープに共締
めされた状態においてフープの径方向内側へ向けて開口しているので、テンションボルト
に対する本体部および張出部の変位を確実に規制できる。
　即ち、張出部が１本のテンションボルトによりフープに共締めされた状態で本体部の被
打撃部が打撃されると、テンションボルトの張出部に係止される部位に対しては、フープ
から離間する方向、即ち、フープの径方向外方へ変位させようとする力が発生し、張出部
の下方でテンションボルトに当接されるボルト支持部に対しては、フープに近接する方向
、即ち、フープの径方向内方へ変位させようとする力が発生する。
　これに対し、ボルト支持部は、張出部が１本のテンションボルトによりフープに共締め
された状態において、張出部の下方であってテンションボルトのうちフープから離間する
方向、即ち、フープの径方向外方に面する部位にボルト支持部を対向させることができる
。よって、打楽器用アタッチメントの打楽器への着脱作業を簡素化させつつテンションボ
ルトに対する本体部および張出部の変位を確実に規制できるという効果がある。
　技術的思想５記載の打楽器用アタッチメントによれば、技術的思想１から４のいずれか
に記載の打楽器用アタッチメントの奏する効果に加え、フランジ支持部は、張出部が１本
のテンションボルトによりフープのフランジ部に共締めされた状態において、テンション
ボルトを挟んだフープの周方向両側でフランジ部に当接されるので、本体部の被打撃部が
打撃された際に、張出部と共にテンションボルトが軸回りに回転することを規制できる。
よって、演奏中にテンションボルトの緩みや締まりが発生することでヘッドの張力が変化
することを防止できるという効果がある。
　技術的思想６記載の打楽器用アタッチメントによれば、技術的思想５記載の打楽器用ア
タッチメントの奏する効果に加え、弾性部と圧接部とを同一の弾性材料から一体形成する
ことができるので、部品点数を低減させることができるという効果がある。
　また、フランジ支持部の圧接部と本体部との間に隙間が形成されているので、その隙間
を利用して圧接部を弾性変形しやすくすることができる。よって、弾性部と圧接部とが同
一の弾性材料から構成される場合であっても、圧接部を弾性部よりも弾性変形させやすく
することができる。
　これにより、弾性部では、圧接部よりも弾性変形しにくくすることで、テンションボル
トに対する本体部および張出部の変位に伴う弾性部の弾性変形を抑制できる一方、圧接部
では、弾性部よりも弾性変形しやすくすることで、様々な形状のフランジ部に対して圧接
部を密着させやすくすることができる。その結果、フープの損傷を防止しつつ、汎用性を
高めることができるという効果がある。
　技術的思想７記載の打楽器用アタッチメントによれば、技術的思想５又は６に記載の打
楽器用アタッチメントの奏する効果に加え、張出部が１本のテンションボルトによりフー
プに共締めされた状態において、弾性部よりも剛性の高い剛性部が弾性部を介してテンシ
ョンボルトを支持しているので、弾性部を当接させることでテンションボルトのおねじが
損傷することを回避しつつ、剛性部により弾性部の弾性変形を規制することでテンション
ボルトに対する本体部および張出部の変位を確実に規制できるという効果がある。
　技術的思想８記載の打楽器用アタッチメントによれば、技術的思想１から７のいずれか
に記載の打楽器用アタッチメントの奏する効果に加え、本体部は被打撃部が打撃されたこ
とを検出するセンサを備えているので、打楽器用アタッチメントを電子打楽器またはソン
グの再生または停止を行うコントローラとして利用できるという効果がある。
【符号の説明】
【００９２】
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１　　　　　　　　　　　ドラム（打楽器）
２　　　　　　　　　　　胴部
３　　　　　　　　　　　ヘッド
４　　　　　　　　　　　フープ
４ａ　　　　　　　　　　フランジ部
５　　　　　　　　　　　テンションボルト
６　　　　　　　　　　　ラグ
１００　　　　　　　　　アタッチメント（打楽器用アタッチメント）
１０　　　　　　　　　　本体部
１１　　　　　　　　　　上本体部（被打撃部）
２０　　　　　　　　　　プレート（張出部）
２０ａ　　　　　　　　　係止孔
３０　　　　　　　　　　規制部
４０　　　　　　　　　　フランジ支持部
４１ａ　　　　　　　　　圧接部
５０　　　　　　　　　　ボルト支持部
５１　　　　　　　　　　剛性部
５２　　　　　　　　　　弾性部

【図１】 【図２】
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